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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’≠浮唐唐堰@bien a　celui qui joue qu’a celui qui　vient　voir　jouer，
d’ailleurs
　　　o盾氏@ne　Joue　pas，
　　　●盾氏@aglt．
Le　th6atre　c’est　en　r6alit61a　gθηδsθde　la　cr6ation50》．
註
アルトーからの引用は，Antonin　Artaud，（翫耀s　Co吻肋s（以下OCと略す）Gallimard，0αy（1978）
，OCγ（1964　et　1979），　OC「1乙π（1982），　OC「㎜（1971　et　1980），OCIX（1971　et　1979），　OCX（1974），　OC照
（1974），OC㎜1（1974），OC温「（1984），OCI澄（1（1985），　OC天つ（刀「（1986）．
本文中，事実関係はOCの記述に基づくが，　Alain　et　Odette　Virmaux，、4η’o痂η、4吻π4－Q痂薦ひ
θo粥≧La　Manufacture，1986の年譜も参照している。引用は日本語訳と原文を併記した。日本語訳につ
いては，翻訳のあるものは参考にさせて頂き，そのまま使わせて頂いたものもあるが，原則として拙訳で
ある。原文がイタリックの箇所にはルビ点を付し，大文字は（頭文字のみのもの，語全体のものも共に）
ゴチック体で，改行箇所は／で示した。〈〉は筆者による。また，註の［］内日付は，全集編者の推定に
よる。
1）　　Henri　Gouhier，ノ1蛎oη伽・4％α麗4θ’1公sθη66伽7物あ’名θ，　J．Vrin，1974，　P．136
2）　坂原眞里「アルトーにおける「演劇と文化」」『仏文研究』XX号，1989，　pp．113－129この〈文化〉
概念とは，俳優および観客の変容のプロセス，文明と時代を超えた演劇の「生」，および，生成として
の「生」を巡るアルトーの思考が交流する場であり，アルトーの時代状況との取り組みの中から生ま
れ，そのプロセスとともに，アルトーの絶えざる変革の願いが込められたものである。
3）　OC㎜Z　p。127，　Lettre　a　Fernand　Pouey［1948年1月16日］
4）　　OC㎜，　p．278，《Proj　et　de　Lettre　au　Congres　international　des　Ecrivains　pour　la　D6fense　de　la
Culture》［Fin　juin　1935］；p．285，　Lettre　a　Jean　Paulhan，　dat6e　du　19　juillet　1935；p．291　et　p．294，
《Fragments　de　Lettres　au　Ministre　des　Affaires　6trangδres［AoGt　1935］et　au　Ministre　de
1’Education　nationale［AoOt　1935］》など。
5）　乃鼠，p．187，《Lettre　ouverte　aux　Gouverneurs　des　Etats　du　Mexique》1936年5月19日E1
翫6加α1に掲載。
6）’　清水徹「アルトーの「狂気」のころ」『廃嘘にて』，1971，p．239短剣と杖が組み上げていく，アル
トーの自己神話化の内的風景についての論稿。アルトーは，タラウマラ族のもとでの経験に異なる解
釈を与えていること，この旅に決定的な意味を与え始めるのは，1943年ロデーズに移されてからであ
ることの指摘がある。
7）　①～④は最初にメキシコでE1ハ耽ゴoη01に掲載された。③はオリジナル原稿不明で，スペイン語か
らの翻訳。《D’un　Voyage　aux　Pays　des　Tarahumaras》は三つ星サインで瓦1～．　Eに掲載。⑥は
John　Foresterの署名でレ∂∫Z∂に出た，表面的で簡略なタラウマラ族とペヨトルの儀式の紹介。　Marc
Barbezatがアルトーのものと言っている。⑦は，1947年且4吻Z∂’6に掲載の折り，アルトーがキリ
スト教の影響やフェルディエール博士への苦情を削除した。⑧は，アルトーは出版を望まなかった。
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⑨の手紙は，⑧の代わりに書かれたもの。⑪は《Pour　en負nir　avec　le　Jugement　de　Dieu》に含まれ，
ラジオ用録音では，マリア・カザレスが読んだ。⑫は，Marc　Barbezatへの手紙の末尾に書かれてい
た。
8）　OC皿Z　p．27《Galapagos－les　Iles　du　Bout　du　Monde》聞き書きの体裁を採ったこのテキスト
は，おそらく経済的な理由で執筆された。アルトーは，ガラパゴスを訪れたことはなかった。もちろ
ん，今ここで問題にしているのは，体験の有無でもテキストの内容の実証性でもなく，アルトーのエ
クリチュールである。
9）　乃鼠，pp．189－191《Bases　universelles　de　la　Culture》1936年5月28日E11％6∫oηα1に載ったテキ
スト。
10）　　OCZ＆p．70《Une　Race－Principe》
11）　　OCγ皿p．166，《Le　Th6atre　et　les　Dieux》
12）　Thomas　Maeder，、4η’o短η、4吻鳳Plon，1978，　p．184メーダーは，　La　Barre，7％6馳yo’1　C〃4
Shocken　Books，1969に引かれているイエズス会士の一文を取り上げて，タラウマラ族は，キリスト
教から自分たちの宗教に合うものだけを取り入れたこと，十字架も数珠もすでに持っていたことを，
指摘している。
13）　0α瓦pp．49－50，《La　Danse　du　Peyotl》「危険な解体作用」もペヨトルによって初めて知ったも
のではないことに注意したい。
14）　乃鼠，p．31，《Post－Scriptum　au　Peyotl　chez　les　Tarahumaras》
15）　乃鼠，p．221，　note　36，《Le　Rite　du　Peyotl　chez　les　Tarahumaras》の初稿にあり，1947年に削除さ
れた部分。
16）　乃鼠，p．86　et　p．91，《Supp16ment　au　Voyage　au　Pays　des　Tarahumaras》
17）　乃鼠，p．12，《Le　Rite　du　Peyotl　chez　les　Tarahunlaras》ただし，1943年には，インディオの司祭
の言葉通りと書いていたが，1947年の版では，ペヨトルの幻想的な啓発のもとに再構成した言葉だと
書いている。
18）　　乃鼠，p．52，《Lettre　a　Henri　Parisot》
19）　1∂鼠，p．31，《Post－Scriptum》
20）　　OC㎜Z　p．79，《Tutuguri，1e　Rite　du　Soleil　noir》
21）　0αXp．26
22）　　　1∂ゴ41，P．233，　note　1
23）　　0（Xpp．101－102，　Lettre　a　Jean↓ouis　Barrault，　dat6e　du　50ctobre　1943
24）　乃鼠．p．173，　Lettre　a　Anne　Manson，　dat6e　du　4　janvier　1944
25）　OC皿p．38　et　p．48，　Lettres　a　Gaston　Gllimard　et　a　Jean　Paulhan，　dat6es　du　31　janvier　et　du
27f6vrier　1945
26）　0αXp．187，《Lettre　de　Rodez，　dat6e　du　27　novembre　1945》
27）　0α（Zp．216，　Lettre　a　Roger　Blin，　dat6e　du　25　mars　1946
28）　　乃ゴ諾，p．253，　Lettre　a　Jean　Paulhan，　dat6e　du　19　avril　1946
29）　OCX瓦p．411，《Cahiers　de　Rodez，　f6vrier－mars　1946》
30）　OCXX乙p．305，《Cahiers　de　Rodez，　avril－25　mai　1946》　　　　　　　　　　　　’
31）　OCXXI乙p．277，《Cahiers　du　Retour　a　Paris，26　mai－aoOt　1946》
32）　　OCX皿p．109　et　p．114，《Le　Th6atre　de　la　Cruaut6》
33）　1932－33年の残酷演劇論とは，五67物あ惚6’soηDoπ∂16に収められている《Le　Th6atre　et　Ia
Cruaut6》，《Le　Th6atre　de　la　Cruaut6（Premier　Manifeste）》，《Lettres　sur　la　Cruaut6》，《Le　Th6atre
de　la　Cruaut6（Second　Manifeste）》を指す。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’R4）　0α玩pp．86－87，《Le　Th6atre　de　la　Cruaut6（Premier　Manifeste）》
35）　OCX皿p．146，　Lettre　a　Paule　Th6venin，　dat6e　du　24　f6vrier　1948映画の限界については，
0αEp．82　et　p．95，《Le　Th6atre　et　la　Cruaut6》，《Le　Th6atre　de　la　Cruaut6（Premier　Manifeste）》
36）　　乃毎．，p．112，《Le　Th6atre　de　la　Cruaut6》
37）　乃ゴ4．，P．104，《Pour　en丘nir　avec　Ie　Jugement　de　Dieu》
38）　　OC「レ皿p．190，《Bases　universelles　de　la　Culture》
39）　坂原眞里「アルトー：シュルレアリスム体験から残酷演劇へ」『仏文研究』XIX号，1988，　pp．105一
120
40）　　OC1匠p．197，　Lettre　a　Jean　Paulhan，　dat6e　du　25　janvier　1936
41）　0（既p．16，《Le　Rite　du　Peyotl　chez　les　Tarahumaras》インディオが傍らにある何かを見つめ
た時，自分の身体を観察しているようだったが，ヨーロッパ人なら，そのような状態になると精神異
常だと言われかねないと，アルトーは書いている。
42）　00XZαp．74，《Pour　en　finir　avec　le　Jugement　de　Dieu》
43）　OC照p．182，《le　Th6atre　d’Apr6s－Guerre　a　Paris》彼とは，建築家Salzmannのこと。
44）　　0（XIZ乙p．78，《Tutuguri，　le　Rite　du　Soleil　noir》
45）　0α玩p．135，《Deux　Notes－II．　Autour　d’une　Mere》
46）　0αKpp．144－145，《Le　Th6atre　de　S6raphin》なお，俳優アルトーの現場の生と演劇論について
は，坂原眞里「アルトーの残酷演劇と分身について」XVI号，1986，　pp．13－28
47）　　OC眠p．97，《Une　Note　sur　le　Peyotl》
48）　　OC四p．121，《Les　Nouvelles　R6v61ations　de　1’Etre》
49）　OCXZ瓦p．280，《Dossier　de　Pour　en　finir　avec　le　Jugement　de　Dieu》
50）　　1∂」4．，p．146，　Lettre　a　Paule　Th6venin，　dat6e　du　24　f6vrier　1948
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